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「インドネシアの威厳を保つ」 

 

 

国際連合の事務総長によると国の威厳を保つためには、継続している開発が必要と

されていると述べられている。 そこには国民の繁栄や公平性が大きく影響を与える。

インドネシアは今までも国の繁栄に尽くしており、国の繁栄強く関わる５つの分野

の開発を挑んでいる。その分野は「ポリシー」、「工学」、「美術・芸術」、「文

化」、「教育」である。 

当年はインドネシアと日本の樹立 60 周年の記念であり、それにあたって在広島イン

ドネシア留学生協会は本学会を行いたいと思う。上記にも記述したとおり、インド

ネシアの威厳というテーマを用いるため、上記の５つの分野のテーマを持っている

論文を募集する予定である。 

  

 
1. 国の威厳を保つことに学際的な研究で貢献をする。 

2. 研究における国際的な協力を図る。 

3. 参加者の間に様々な領域の研究に関する経験をシェアする。 

 

 

 
日程：2018 年 7 月 21 日 

SCOPEACE 2018 のテーマ 

背景 

目的 

日程や場所 
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場所：広島大学 東広島キャンパス 学士会館 

     

 

 

インドネシア留学生協会の会員、又は研究に興味がある世界中からの大学生・大学

院生・研究者・大学教員 でえある。 

現在までは 74 人が発表者・参加者として応募し、審査に合格した。その中に 80%以

上はインドネシア人、残りの約 20%は日本や様々な国の研究者である。また、応募

者の所属は日本国内だけではなく、インドネシアやイギリスの大学に所属している

応募者もいる。 

日本の大学では大阪大学、神戸大学、奈良女子大学、広島大学、九州大学の 5 校の

大学、インドネシアの大学ではインドネシア大学、パジャジャラン大学、がジャー

マダ大学など 25 校の大学、イギリスでは University of Manchester からの応募者が

いる。 

※ 上記の人数はあくまでも応募者の人数であり、実際に出席する発表者・参加者は後ほど出席

確認で確かめます。 

参加者 
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SCOPEACE では２つの発表の種類がある。詳しくは下記のとおりである。 

1. キーノート・スピーカー 

最初のセッションはパネル・ディスカッションであり、2 名のキーノート・スピ

ーカーが発表する。各スピーカーが 30 分程度発表した後、10 分の質疑応答を行

う。今の段階ではキーノート・スピーカーとして JICA の専門家と広島大学の教

員が見込みされている。 

2. パラレール・セッション 

次は、パラレール・セッションであり、4 つの会場で「ポリシー」、「工学」、

「美術・芸術」、「文化」、「教育」に関する研究の発表を同時に行う。各発表

者に発表時間を 15 分、質疑応答時間を 5 分与える。 

 
09.30 – 10.00 : 受付 

10.00 – 10.05 : オープニング 

10.05 – 10.15 : パフォーマンス 

10.15 – 10.20 : 在広島インドネシア留学生協会会長のご挨拶 

10.20 – 10.30 : 在大阪インドネシア共和国総領事のご挨拶 

10.30 – 11.00 : キーノート・スピーカー 1 

11.00 – 11.30 : キーノート・スピーカー 2 

11.30 – 11.50 : 質疑応答 

11.50 – 12.00 : 記念写真の撮影 

12.00 – 13.00 : 休憩 

13.00 – 16.00 : パラレール・セッション  

16.00 – 16.30 : クロージング 

 
NO. 品名 数 価格／品(￥) 合計 (￥) 

宣伝     

1. 企画書の印刷 10 部 250 2,500 

2. ゲストへの謝礼 3 個 2000 6,000 

3. リポートの印刷 10 部 250 2,500 

      

ロギスティクス     

1. スナック、コーヒー・お茶 4 室分 5000 20,000 

2. 昼食 100 セット 500 50,000 

3. ゲストの飲料 10 本 200 2,000 

4. 参加者の飲料 5 ボックス 2000 10,000 

学会発表の説明 

スケジュール 

予算 
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NO. 品名 数 価格／品(￥) 合計 (￥) 

5. ゴミ袋 2 パック 200 400 

6. 計時のベール 5 個 100 500 

7. マジックペン 1 セット  500 

8. 紙コップ・皿 1 パック  500 

9. 資料の送料 8 部 1,000 8,000 

      

文房具     

1. 名札 100 個 200 20,000 

2. アブストラクトのまとめ 60 部 500 30,000 

3. セミナーキット (トートバッグ, 

ペン, ノート, ブックレット) 

60 セット 500 30,000 

      

キーノート・スピーカー／発表者     

1. 交通費 2 人分 30,000 60,000 

2. 宿泊（1 泊） 2 人分 10,000 20,000 

3. 市内交通費 2 人分 5,000 10,000 

4. 昼食 3 セット 700 2,100 

5. もしものお金    10,000 

6. ベスト発表者の景品 3 人分 5,000 15,000 

 総合計 300,000 

 

 

科学委員会: 

Dr. Eng. Fritz Ahmad Nuzir (IGES – Kitakyushu) 

Dr. Eng. Andhang Rakhmat Trihamdani (Hiroshima University) 

Dr. Eko Budi Santoso, Lic.Rer.Reg. (ITS Indonesia) 

Wilmar Salim, Ph.D. (ITB Indonesia/Former Visiting Professor at Hiroshima 

University) 

Dr. Eng. Obie Farobie (IPB Indonesia) 

 

実行委員会: 

会長 : Rulli Pratiwi Setiawan 

副会長 : Arif Widiyatmoko 

秘書 : Maya Safira  

会計 : Iva Nandya Atika 

 

事務局 : Setyo Nugroho 

  Kresna Bhayu Adinugraha 

委員会 
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  Mulia Putra 

 

広報局スポンサー担当 : Achmad Dwitama Karisma 

  Kadafy Putra Ende 

Mochamad Riam Badriana  

Ainissya Fitri 

 

広報局 PR 材料担当 : Zulhaj Alliansyah 

  Gonang May Perdananugraha 

  Dian Prasetyo Nugroho 

   

装飾局 : Moh. Irwan Fatkhur Rozy 

  Nasrulloh Ratu Bagus Satrio Loka 

  Bintan Yoga Wiratama 

 

ロギスティクス局 : Ardiana Pangesti Konita 

  Titik Ulfatun 

 

キーノート・スピーカー 

1. Prof. Tomohiro Ono（JICA の専門家） 

2. Dr. Eng. Aditya Farhan Arif（広島大学 博士研究員） 
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協賛提案書 
 

Scientific Conference on Policy, Engineering, Arts, Culture 

and Education (SCOPEACE) 2018 

 

2018 年 7 月 21 日 

広島大学 東広島キャンパス 学士会館  

 

協賛メリット 

 SCOPEACE 2018 のウェブサイトや YouTube でのロゴ掲載、又は提供クレジット 

 各パラレール・セッションの最初のパワーポイントスライドでのロゴ掲載 

 ポスター、マニュアル、本、トートバッグ、バナーなどによって会社の PR 

 会場にてブース出展 

  

協賛メニュー 
  

1. ゴールド 

>50,000 円 

 各種 PR 材料にてゴールドスポンサーとして社名の読み上げ又はロゴ掲載 

 当日のバナーに L サイズの会社ロゴの掲載と MC による社名の読み上げ（6 回） 

 会場にてブース出展 

 

2. シルバー 

25,000 円 - 50,000 円 

 各種 PR 材料にてシルバースポンサーとして社名の読み上げ又はロゴ掲載  
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 当日のバナーに M サイズの会社ロゴの掲載と MC による社名の読み上げ（4

回） 

 

3. ブロンズ 

10,000 円 - 25,000 円 

 各種 PR 材料にてシルバースポンサーとして社名の読み上げ又はロゴ掲載  

 当日のバナーに S サイズの会社ロゴの掲載と MC による社名の読み上げ（2 回） 
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バナーに掲載するロゴのサイズ 

 

 Scientific Conference on Policy, Engineering, Arts, 

Culture and Education (SCOPEACE) 2018 

 

 

L M S 
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SCOPEACE 2018 

協賛申込書 
ご記入日 平成   年   月   日 

フリガナ  

貴社名 

貴団体名 

ご氏名 

 

 
※プログラムに協賛企業・団体・個人として掲載させて頂きますので、正式名称をご記入くださ

い。 

ご住所 

(〒   －   ) 

 

 

電話番号      (     ) 

FAX 番号      (     ) 

E-mail  

フリガナ  所属部署・役職名 

ご担当者名 
 

ご協賛内容

を 

選んでくだ

さい 

1. ゴールド  金額          円 

2. シルバー  金額          円 

3. ブロンズ  金額          円 

その他 

※ご質問・ご要望などございましたらご記入ください。 

 

 

  

必要事項をご記入頂き、本紙を E メールでお送りください。 

申込締切：7 月６日(金) 
この申込書と同時に会社のロゴのデータと 100 文字以内の会社に関する説明を

添付し、お送りください。 

振込 

指定口座 

● 銀行名 ゆうちょ銀行 五一八支店  

● 口座番号 普通預金 15170‐37049041 

● 口座名義 在広島インドネシア留学生協会 

※ 誠に勝手ながら、振込手数料につきましてはご負担頂けますようお願い申し上げ

ます。 

 
問い合わせ 

Kadafy Putra Ende 

Email: endekadafy@gmail.com (日本語) 

電 話 番 号  +81-80-2557-0543

mailto:endekadafy@gmail.com
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注意事項 

 

 
ロゴ 

PR 教材に掲載するためにロゴのデータが必要となります。ロゴのデータサイズが大

事であるため、HD のデータを提出することをお願いします。 

 

申込 

申し込みは上記の申込書でのみ受付します。スポンサーの権は申込書の提出と支払

が完了した上で、承認します。実行委員会の判断で申し込みを取消になることがあ

ります。ご了承お願いいたします。 

 

支払 

申込書を提出した後、受領のメールと同時に請求書を送付いたします。支払は請求

書が発行された後の 7 日間までにお支払いをお願いいたします。振込が完了した後、

endekadafy@gmail.com までにご連絡をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:endekadafy@gmail.com
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サポーター 
 

 

 

 

PPI HIROSHIMA 
在広島インドネシア留学生協会 

 
在大阪インドネシア共和国総領事

館 

 

 

 
在本邦インドネシア共和国大使館 

 
 

 

 

 

  メディア・パトナー 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
Indonesian Student Association Hiroshima (PPIH)            13 

広島大学 東広島キャンパス 

                        

 
    

会場：学士会館 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Indonesian Students Association Hiroshima (PPIH) 

Email: ppihiroshima@gmail.com 

Web: http://hiroshima.ppijepang.org/ 


